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遂
げ
た
法
大
。
い
ま
や
大
学
球
界
で
着

々
と

″Ｉ
国
〃
を
築
き
つ
つ
あ
る
。
た

だ

一
つ
シ
ャ
ク
の
種
は
こ
の
四
違
珊
中

一一一蜀義一尚
一一一

．れ
一
回
ず
つ
優
勝
し
て
い
る
。
だ
が
最

近
の
七
年
間
で
東
京
六
大
学
が
日
本

一

を
と
っ
た
の
は
四
十
三
年

（法
大
）
だ

け
。
昨
年
の
覇
者
中
東
大
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
地
方
大
学
の
進
出
ぶ
り
が
目
立
．　
ｏ

ち
″地
域
格
差
″は
な
く
な
っ
て
き
た
。

そ
ぅ
は
い
つ
て
も
東
京
六
大
学
に
は

大
学
野
球
の

″先
進
道
盟
″
の
自
負
が

あ
る
。
法
大
に
し
て
も
昨
年
の
よ
う
に

決
勝
進
出
さ
え
果
た
せ
ず
コ
ロ
ッ
と
負

け
て
い
て
は
栄
光
の
四
運
覇
に
キ
ズ
が

つ
こ
う
と
い
う
も
の
。

「リ
ー
グ
戦
至

上
主
義
」
の
声
も
負
け
人
の
遠
ぼ
え
に

な
り
か
ね
な
い
。

だ
か
ら
五
明
監
督
は

「
も
ち
る
ん
負

け
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
よ
」
と
き

っ
ば
り
い
っ
た
。
こ
の

「負
け
ら
れ
な

い
」
気
持
ち
は
選
手
自
身
が

一
番
強
く

感
じ
て
い
プつ
。
昨
年
、
怯
大
は
準
決
勝

で
関
大
に
あ
と
味
の
悪
い
サ
ヨ
ナ
ラ
魚

一け
を
喫
し
た
。
し
か
も
続
く
神
宮
大
会

一で
八
幡
大
の
前
に
初

戦
で
敗
れ
た
。

「
な
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
ま
た
ま

調
子
が
落
ち
て
い
た
だ
け
。
今
度
は
一

つ
じ
っ
く
り
と
戦
っ
て
み
せ
ま
す
」
と

藤
村
主
将
。
エ
ー
ス
横
山
も

「借
り
を

返
さ
な
け
れ
ば
…
…
」
と
静
か
に
腕
を

た
」
と
滝
監
督
。
も
ち
ろ
ん
大
学
選
手

権
も
■
西
を
前
面
に
押
し
出
し
て
連
覇

を
ね
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
同
大
に

は
昨
容
の
選
抜
に
出
場
し
た
笹
本

（鳴

門
）
福
腑
大
の
内
山
田

（筑
紫
中
央
）

ら
か
神
富
初
デ
ビ
ユ
‐
‘に
満
を
持
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
【佐
々
木
紘
】

田
剛②
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＝
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Ｉ
Ｉ
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Ｉ
千

葉

〓

大
②

（東

部

地

区
）

旧
］
Ю
「
躙
洲
判
報

山

商

大
⑭

（西

部

地

区
）

亜
　
　
　
　
大
⑭

（東

都

大

学
）

岡

工

大
③

（九

州

地

区
）

奈

川

大
⑩

（神
奈
川
五
大
学
）

東
　
大
⑪

（愛

知

大

学
）

電
機
大
一追
撃
及
ば
ず
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史
上
初
め
て
、
短
大
と
し
て
出
場
す
る

北
海
道
産
短
大
の
よ
う
な
異
色
チ
ー
ム

も
ぁ
る
が

「
亜
大
が
初
出
場
」
と
聞
い

て
も
ピ
ン
と
こ
な

い
人

が
多
い
だ
ろ

う
。
過
去
三
度
の
優
勝
が
い
ず
れ
も
秋

の
リ
ー
グ
で
出
場
の
機
会
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
春
四
年
ぶ
り
の

優
勝
で
よ
う
や
く

〃
出
番
″
が
き
た
。

矢
野
監
杏
以
下
ナ
イ
ン
の
張
り
切
り
よ

う
は
異
常
で
さ
え
あ
る
。

先
月
二
十
一
日
に
優
勝
を
決
め
て
か

ら
こ
の
大
会

一
本
に
絞
っ
て
猛
練
習
。

「
り
１
グ
戦
よ
り
き
つ
か
っ
た
六
正
木

マ
ネ
ジ
ヤ
ー
）
と
い
う
ぐ
ら
い
だ
か
ら

意
気
込
み
の
ほ
ど
が
よ
く
わ
か
る
！
亜

大
は
こ
と
し
春
の
オ
ー
プ
ン
戦
で
は
法

大
Ｌ
対
決
し
８
１
７
で
辛
勝
し
た
。
こ

の
両
校
、
毎
年
定
期
的
に
オ
ー
プ
ン
戦

を
組
む
が
、
亜
大
が
勝
っ
た
の
は
初
め

て
。勝
利
投
手
に
な
っ
た
山
本
は
「だ
い

ぶ
打
た
れ
た
が
法
人
は
左
が
多
い
の
で

投
げ
や
す
い
。
順
当
に
行
け
ば
決
勝
で

法
大
と
当
た
り
そ
う
だ
が
、
今
度
は
ピ

シ
ャ
リ
押
え
て
み
せ
ま
す
」
と
え
ら
く

成
勢
よ
か
っ
た
。
矢
野
監
督
も

，投
手

力
が
い
い
の
で
攻
撃

一
本
に
打
ち
込
め

る
。
幸
い
打
線
の
詢
子
が
上
が
っ
て
き

た
の
が
心
強
い
。
ど
こ
が
き
て
も

，
ど

ん
と
こ
い
″
の
心
境
で
す
」
と
こ
れ
ま

た
自
信
た
っ
ぶ
り
。　
フ
実
力
の
東
都
に
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（桁
銀
）

の
跡
を
継
ぐ

エ
ー
ス
が
誕

生
し
た
。
　
・
し
西
博
幅
―
―
四
十
四
年
春

の
選
抜
で
優
勝
し
た
一
■
高
の
エ
ー
ス

だ
つ
た
「
今
大
会
出
賜
晏
手
の
う
ち
，
午

だ

一
人
の
甲
子
間
優
勝
投
手
だ
。
り
後

Ｌ
ジ
を
痛
め
て
出
遅
れ
て
い
た
が
よ
つ

や
く
全
快
。

「
ま
だ
本
来
の
ス
ピ
ー
ド

が
出
な
い
」
Ｌ
滝
監
督
は
い
う
が
、
徐

々
に
甲
子
囲
の
勇
姿
を
取
り
戻
し
て
き

た
。

「
ウ
チ
は
■
西
の
ほ
か
に
沢
田
、

柴
円
と
い
る
が
、
い
ず
れ
も
ど
ん
ぐ
り

の
背
鮨
べ
９
甲
子
開
の
キ
ヤ
リ
ア
を
買

っ
て
止
西
を
中
心
に
や
り
く
り
し
て
き

も
５
回
以
後
２
安
打
無
得
点
に
押
え
た

一

だ
け
に
前
半
の
大
点
が
僣
し
ま
れ
る
。

一

ぃ
静
　
岡
　
本
０
（中

部

地
区
）

【
注
】
①
は
神
打
球
場
の
は
伸
宮
第
二
球
場
、
学
校
名
下
の
九
数
字
は
出
場

回
数
、
カ
ツ
コ
内
は
代
表
通
贈
名
　
　
ヽ

◇
‐７
日
　
神
富
第
二
＝
第

一
０
開
始
■
時
３０
分
◇
観
衆
２
千

出
場
五
回
の
広
島
商
大

（広
島
六
大

学
）
が
初
出
場
の
東
京
電
椰
大

（東
京

新
大
学
）
に
貫
録
勝
ち
。
攻
守
走
に

一

枚
上
の
力
を
発
揮
し
た
。
初
日
、
四
番

立
川
が
○
卜
２
か
ら
の
真
ん
中
カ
ー
プ

を
左
翼
場
外
へ
２
ラ
ン
・
ホ
ー
マ
ー
．

試
合
の
主
導
縫
を
握
る
と
三
、
四
口
に

も
３
点
を
加
え
投
手
山
本
を
盛
り
上
げ

た
。■

本
は
内
外
角
に
ボ
＝
ル
を
確
ら
し

て
好
投
。
球
成
は
な
か
っ
た
が
、
東
京

簡
機
大
の
打
ち
気
を
う
ま
く
は
ず
し
て

翻
ろ
う
し
た
。
東
京
電
機
大
は
二
回
、

二
緊
打
の
新
井
が
次
打
者
村
上
の
一
塁

ゴ
ロ
で
三
雄
。
こ
の
チ
ヤ
ン
ス
に
山
日

が

ス
ク
イ
ズ
を
決
め
、
■
点
を
返
し
、

さ
ら
に
七
日
、
３
本
の
ヒ
ッ
ト
を
集
め

て
２
点
を
取

っ
た
が
、
こ
れ
が
精
い

っ

ぱ
い
。

制
球
難
の
山
本
を
取
め
あ
ぐ
み
１０
残

晏
、

５
盗
暴
を
許
し
た
捕
手
の
弱
百
、

記
録
に
表
わ
れ
な
い
拙
守
な
ど
で
自
ら

葺
穴
を
掘

っ
た
。

広
島
商
大
伊
賀
監
督
の
話
　
十
五
日

の
練
習

で

調
子
は
最

高
に
近
か

っ
た

の
で
、
い
け
る
と
思

っ
て
い
た
。
山
本

は
気
魚
い
過
ぎ
て
球
に
伸
び
が
な
か

っ

た
。
打
線
も
大
振
り
が
目
立

っ
た
。
で

も

一
回
戦
を
勝

っ
て
ホ
ッ
と
し
た
。
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広
商
大
は
初
回

二
死
後
、
立
川
が
安

打
、
二
盗
の
船
井
を
置
き
左
翼
場
外
に

先
制
ホ
ー
マ
ー
を
放
ち
、
３
口
に
は
有

中
間

三
年
打
の
山
中
を
立
川
の
右
僑
飛

で
還
し
て
３
点
目
。
４
回
に
も
３
安
打

で
２
点
と
東
電
大
の
富
間
を
打
ち
ま
く

っ
た
。

自
岡
は
球
速
は
あ
る
が
球
賀
が
素
直

て
好
球
を
ね
ら
い
打
た
れ
た
。
そ
れ
て

5 2   ‐

激0亜大の決戦わお

上西で連覇ねらう中京大

ぶ
し
て
い
る
。
■
者
法
人
は
文
字
通
り

王
者
の
面
目
を
か
け
る
。
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①
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岡
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纏
鱚
爾
―
ル
ド

唖
大
、郷
三
振

一

い／
´な

，ヽ―、
す
ハ

ヨｆク
ト

（ネ

一
向
に
調
子
の
合

わ
な
い
一
般
学
生
の
応

援
に
拍
手
が
わ
き
、
一

糸
乱
れ
ぬ
応
援
団
に
バ

声
が
と
ん
だ
。
十
七

日
、
第
”
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権

第

一
日
の
神
宮
、
同
第
二
球
場
。

亜
大
と
東
京
電
機
大
い
と
も
に
集
っ

た
学
生
約
千
人
が
好
機
が
く
る
と

「
そ

の
調
子
１
」
。
ビ
ン
チ
に
な
る
と

「
が

ん
ば
れ
」
。
思
い
思
い
の
声
援
に
、
一

般
の
フ
ア
ン
も
つ
ら
れ
て

「
そ
の
意
気

だ
」
。

一
方

″公
審
″
と
不
評
を
買
っ
た
の

は
北
海
道
産
業
短
大
の
応
援
団
ｏ
内
野

の
一
角
を

″
立
入
り
禁
上
″
に
し
て
、

ラ
ッ
パ
ズ
ボ
ン
に
自
手
袋
の
応
援
団
が

手
振
り
を
そ
ろ
え
な
が
ら
打
ち
つ
づ
け

傾鳳射幻


